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【
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
】

10
月
15
日
最
高
裁
前
、
「
格

差
是
正
一
歩
前
進
を
掲
げ
る

原
告
団
を
囲
み
、
大
き
な
歓

声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

住
居
手
当
、
年
末
年
始
勤
務

手
当
、
扶
養
手
当
、
夏
期
・

冬
期
休
暇
、
有
給
の
病
気
休

暇
、
祝
日
給
の
格
差
が
不
合

理
と
画
期
的
な
判
決
が
下
さ

れ
た
。

判
決
で
は
、
会
社
側
上
告

は
全
て
棄
却
、
労
働
者
側
主

張
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。郵

便
局
の
労
働
条
件
で
正

規
・
非
正
規
の
間
で
、
手
当
、

給
与
の
格
差
が
違
法
だ
と
最

高
裁
判
所
が
判
断
し
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
の
労
働

条
件
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
て
よ
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
も
う
待
っ
た
な
し
で

す
。今

回
の
最
高
裁
判
決
で
示

さ
れ
た
、
手
当
・
休
暇
に
つ

い
て
は
早
急
に
改
善
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
便
局
で
は
約
19
万
人
の

非
正
規
雇
用
社
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
全
国
津
々
浦
々
2

4
0
0
以
上
の
郵
便
局
の
働

き
方
が
変
わ
れ
ば
、
日
本
社

会
に
与
え
る
影
響
は
絶
大
で

す
。郵

政
ユ
ニ
オ
ン
は
均
等
待

遇
実
現
の
た
た
か
い
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
く
集
団
訴
訟
1
5

4
人
の
原
告
に
、
今
回
の
最

高
裁
判
決
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
、
郵
政
で
働
く
全
て
の

非
正
規
社
員
に
拡
大
し
て
い

き
ま
す
。

10
月
19
日
、
東
京
春
闘
共

闘
会
議
・
東
京
地
評
公
務
部

会
は
、
都
庁
前
宣
伝
と
東
京

都
人
事
委
員
会
・
特
別
区
人

事
委
員
会
へ
の
要
請
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
宣
伝
行
動

に
は
、
9
単
産
・
地
評
か
ら

25
人
が
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
に
奮
闘
す
る
多

く
の
職
員
を
励
ま
す
勧
告
と

人
員
増
を
訴
え
ま
し
た
。

両
人
事
委
員
会
要
請
で

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
奮
闘

す
る
職
員
の
実
態
を
伝
え
、

そ
れ
に
報
い
る
勧
告
を
と
強

く
要
請
。
し
か
し
「
国
や
他

団
体
の
動
向
を
見
て
」
「
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
を
基
本

に
」
と
の
回
答
に
終
始
し
ま

し
た
。

そ
の
後
に
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
一
時
金
期
末
手
当

0
・
05
カ
月
引
き
下
げ
、
再

任
用
等
も
同
様
の
引
き
下

げ
。
都
人
事
委
員
会
は
、
同

じ
く
0
・
1
カ
月
引
き
下

げ
、
再
任
用
等
は
0
・
05
カ

月
の
引
き
下
げ
の
不
当
勧
告

を
し
て
き
ま
し
た
。

要求実現と組織拡大を強調した21春闘
年次総会

東
京
春
闘
共
闘
は
21
春
闘

年
次
総
会
を
10
月
30
日
、
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル
で
15
地
域
18
単

産
45
人
の
参
加
で
開
催
。
議

長
団
は
青
山
光
さ
ん
（
医
労

連
）
と
澤
本
晴
雄
さ
ん
（
三

多
摩
）
。
総
会
は
荻
原
代
表

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
と
国
民

春
闘
共
闘
会
議
黒
澤
事
務
局

長
か
ら
連
帯
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

白
滝
春
闘
事
務
局
長
が
経

過
報
告
と
方
針
提
案
を
行

い
、
20
春
闘
の
た
た
か
い
の

特
徴
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

制
度
政
策
要
求
を
前
面
に
し

て
早
い
準
備
と
構
え
を
確
立

し
て
た
た
か
え
ば
成
果
は
勝

ち
取
れ
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
関
連

緊
急
要
望
で
は
東
京
都
産
業

労
働
局
や
都
議
会
各
会
派
へ

の
要
請
を
重
ね
、
さ
ら
に
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
到
達
を

い
か
し
て
、
多
く
の
自
治
体

に
お
い
て
感
染
症
対
策
や
生

活
と
中
小
企
業
支
援
策
な
ど

の
成
果
や
前
進
を
引
き
出
し

た
こ
と
、
公
契
約
条
例
が
杉

並
区
で
成
立
、
都
内
10
自
治

体
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告

し
、
「
子
育
て
世
帯
」
の
生

計
費
調
査
分
析
を
年
内
に
発

表
す
る
と
し
ま
し
た
。

21
春
闘
方
針
案
で
は
生
存

と
権
利
の
向
上
、
経
済
・
社

会
の
転
換
を
め
ざ
す
春
闘
と

意
義
づ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
社
会
的
賃
金
闘
争
の

展
開
を
は
か
り
、
組
織
拡
大

で
は
全
戸
配
布
ビ
ラ
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
出
版
労
連
、

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
、
全

国
一
般
、
生
協
労
連
か
ら
職

場
と
産
業
の
取
組
み
と
課
題

の
報
告
が
あ
り
、決
算
・
予
算

（
案
）と
会
計
監
査
報
告
、
役

員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

井
澤
副
代
表
の
閉
会
あ
い

さ
つ
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
ま
し
た
。

手当などの格差は不合理と判断
…最高裁前（10/15）

メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
、

大
阪
医
科
大
は

不
当
判
決

非
正
規
雇
用
の
労
働
者
が

正
規
雇
用
の
労
働
者
と
同
じ

業
務
を
し
て
い
る
の
に
一
時

金
や
退
職
金
を
支
給
さ
れ
な

い
の
は
違
法
だ
と
訴
え
て
い

た
2
件
の
裁
判
で
10
月
13

日
、
最
高
裁
判
所
は
、
支
給

し
な
い
の
は
労
働
契
約
法
20

条
の
「
不
合
理
な
格
差
」
に

当
た
ら
な
い
と
す
る
不
当
判

決
を
出
し
ま
し
た
。

両
原
告
は
「
格
差
是
正
の

時
代
の
要
請
に
も
背
を
向
け

る
」（
大
阪
医
科
大
）
、
「
判

断
に
大
き
な
矛
盾
が
あ
り
、

司
法
の
役
割
放
棄
だ
」
（
メ

ト
ロ
コ
マ
ー
ス
）
と
批
判
し

ま
し
た
。

【
東
京
自
治
労
連
・
椎
橋

み
さ
子
記
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
注

目
を
あ
び
た
保
健
所
は
、
今

ほ
ぼ
通
常
の
姿
に
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。し
か
し
、感
染
症

対
策
部
署
に
は
、
保
健
師
や

業
務
経
験
の
あ
る
事
務
職
な

ど
Ｏ
Ｂ
が
た
く
さ
ん
投
入
さ

れ
、
さ
ら
に
派
遣
や
他
の
職

場
か
ら
の
応
援
職
員
と
3
密

な
ど
ど
こ
吹
く
風
の
職
場
状

況
で
す
。
も
と
も
と
総
定
数

抑
制
方
針
の
も
と
で
、
計
画

的
な
採
用
が
な
さ
れ
な
い
た

め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
退
職
に
よ

り
年
代
の
偏
り
が
生
じ
、
技

術
の
継
承
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
の
今

回
の
事
態
で
、
住
民
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
の
経
験
の
浅

い
保
健
師
も
多
く
、
じ
っ
く

り
話
を
す
る
時
間
も
取
れ
な

い
中
、
メ
ン
タ
ル
を
や
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
3
月
〜
6
月
頃
は
、
保
健

所
業
務
は
ほ
ぼ
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
と
な
り
、
感
染
症
以
外

の
精
神
や
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、
望

ま
ぬ
妊
娠
、
自
殺
な
ど
の
相

談
業
務
は
休
止
状
態
で
し

た
。
様
々
な
分
野
で
以
前
か

ら
の
相
談
者
の
中
に
は
、
こ

の
中
断
で
悪
化
し
た
方
や
途

切
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
お

り
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
保
健

師
は
、
今
も
疫
学
調
査
な
ど

の
応
援
対
応
が
あ
り
、
応
援

業
務
で
残
業
に
な
っ
た
上

に
、
さ
ら
に
本
来
業
務
を
こ

な
す
と
い
う
状
況
で
す
。
土

日
の
応
援
も
あ
り
、
土
日
出

勤
は
振
替
休
が
原
則
で
す

が
、
振
替
な
ど
も
取
れ
な
い

現
状
で
、
く
た
く
た
で
す
。

保
健
師
の
本
来
業
務
も
、

子
ど
も
家
庭
支
援
、
高
齢
者

福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
務
と
、

縦
割
り
化
し
た
業
務
、
組
織

に
配
置
さ
れ
、
総
合
的
な
立

場
で
の
業
務
が
行
え
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
福
祉

職
場
と
の
融
合
は
、
職
員
削

減
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、

ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
で
す
。
若

い
保
健
師
が
増
え
た
こ
と
も

あ
り
、
産
休
や
育
休
が
出
る

と
十
分
な
補
充
が
な
く
、
即

欠
員
状
況
に
な
る
こ
と
も
多

く
、
育
休
の
正
規
代
替
で
の

補
充
は
、切
実
な
要
求
で
す
。

生
活
衛
生
分
野
で
は
、
住

宅
宿
泊
事
業
法
施
行
以
来
、

い
わ
ゆ
る
民
泊
関
連
で
増
加

し
た
膨
大
な
事
務
量
に
見
合

っ
た
十
分
な
増
員
は
さ
れ

ず
、
今
年
施
行
実
施
さ
れ
る

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
義
務
化
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
関
連
で
の
さ

ら
な
る
事
務
の
増
加
に
大
幅

な
人
員
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
上
部
団
体
で
あ

る
自
治
労
連
は
、
こ
の
間
緊

急
事
態
宣
言
下
の
保
健
所
の

実
態
調
査
を
行
い
、
感
染
を

止
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

拡
大
と
保
健
所
の
体
制
強
化

を
求
め
る
「
住
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
り
切
る
」
た

め
の
提
言
（
案
）
を
作
成
。

10
月
12
日
に
記
者
会
見
を
し

ま
し
た
【
写
真
】
。

命守る保健所は
ギリギリの体制

コロナ対応で

奮闘する公務労働

コロナ対応で

奮闘する公務労働

職
員
励
ま
す
処
遇
と
人
員
増
を

定価 1部40円（送料別）
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格
差
是
正
に
前
進
―
手
当
て
、休
暇
の
改
善
早
急
に

（毎月15日発行）

郵
政
ユ
ニ
オ
ン

最
高
裁
で
勝
利
判
決

２１
春
闘
へ
年
次
総
会
開
く

コ
ロ
ナ
克
服
し
て
前
進
を
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